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過去17年間、受検倍率は約２倍前後で推移している

受験生全体の平均点を取ることが大事
といえる

2022年度 数学の平均48.2点



以下の問題番号に○をつけましょう

• 問2、問4

• 問1、問3 (あ)～(い)

• 問2 (a)～(h)

• 問1

１

２

３

正解率 70%～90% の問題
合計 33点 平均約48.2点

４



以下の問題番号に△をつけましょう

• 問1、問5

• 問2

• 問1（イ）

１

２ 正解率
50%～70%
の問題 合計21点

正解率50%～90%
の合計 54点 平均約48.2点

３



合否を分けた問題その１

「約半数が間違えた」

ということに注目すべき問題

あなたは１回の計算で正解が出せましたか？



合否を分けた問題その２

条件を別の表現で言い換える問題



条件を別の表現で言い換える問題

合否を分けた問題その３



条件を別の表現で言い換える問題

文章を正しく読まないと見誤ってしまう

合否を分けた問題その４



以下の問題番号に□をつけましょう

• 問3

• 問2(2)

• 問2(1)

1

正解率 15%～35% の問題
合計 71点

４

３



以下の問題番号に□をつけましょう

• 問3 ←書き出し(場合の数）

• 問2(2) ←前問を活用する問題

• 問2(1) ←体積比＝面積比（易）

1

正解率 15%～35% の問題
合計 71点

４

３



○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 条件を別の表現に
言い換えていく問題

□計算力を問
う問題

× 高度な思考力と
計算力が問われる問題

合格ライン

まとめ

2022年度入試の特徴
正答率のバラつきが大きく、難問の割合が高かった

といえる

←正答率10%未満
の問題が29点分

目標ライン



○ 誰でも正解が出せる問題

△ 問題文の通りに手を
動かせば解ける問題

□ 普通の計
算力が問われ
る問題

× 高度な思考力と
計算力が問われる問題

合格ライン

昨年度の入試

2021年度入試の特徴

全問解けないこともない良問だった といえる

↑正答率10%以上

目標ライン



2022年度 と 2021年度の比較

問題の難易度が変わっても合格ラインは変わらない

○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 条件を別の表現に
言い換えていく問題

□計算力を問
う問題

合格ライン

目標ライン

○ 基本的な力を問う問題
誰でも正解が出せる問題

△ 問題文の通りに手を動
かせば解ける問題

□ 普通の計
算力が問われ
る問題

合格ライン

目標ライン

2022年度入試 2021年度入試


